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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

京
の
公
共
人
材
大
賞

　

3
月
5
日
（
土
）
、
京
都
府
内
に
お
い
て
、
産
学
公

N
P
O
な
ど
の
壁
を
乗
り
越
え
、
自
ら
課
題
解
決
の
た
め
に

活
躍
す
る
人
材
を
表
彰
す
る
「
京
の
公
共
人
材
大
賞
」
の
最

終
選
考
会
が
、
南
丹
市
八
木
町
の
吉
富
ノ
庄
（
旧
・
南
丹
市

立
吉
富
小
学
校
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
が
、
株
式
会
社
R
E
―
S
O
C
I
A
L
の
笠
井

大
輝
さ
ん
、
奨
励
賞
は
京
都
笠
置
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

野
田
健
太
郎
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
井
さ
ん
は
龍
谷
大
学
在
学
中
に
同
じ
学
部
の
山
本
さ
ん
、

江
口
さ
ん
と
共
に
笠
置
町
内
で
深
刻
化
す
る
鹿
の
被
害
を
解

決
に
繋
げ
た
い
と
、
町
内
で
工
房
を
建
設
、
鹿
肉
等
の
販
売

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
田
さ
ん
は
大
阪
市
内
で
経
営

し
て
い
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
経
験
を
活
か
し
、
体
験
会
の
指

導
や
エ
リ
ア
開
拓
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
自
然
環
境
保

全
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

宇
治
茶
製
法

手
も
み
技
術
競
技
大
会

　

3
月
2
日
（
水
）
、
宇
治
茶
会
館
で
、
「
令
和
3
年
度
宇

治
茶
製
法
手
も
み
技
術
競
技
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
伝
統
的
な
手
揉
み
製
法
の
研
究
と
継
承
を
目
的
に

開
か
れ
、
全
8
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
和
束
町
か
ら
は
3
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
和
束
茶
手
揉
技
術
保
存

会
C
チ
ー
ム
（
細
井
堅
太
さ
ん
、
森
崎
領
さ
ん
）
が
優
勝
し
、

B
チ
ー
ム
は
2
位
、
A
チ
ー
ム
は
4
位
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
上
位
入
賞
の
チ
ー
ム
は
11
月
開
催
の
全
国
大
会
に

出
場
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
14
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果 

　

3
月
9
日
（
水
）
、
「
第
14
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
審

査
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
44
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
、
上
杉
裕
昭
さ
ん
（
三
重
県

名
張
市
）
の
「
笠
置
の
夕
景
」
、
優
秀
賞
は
北
西
孝
司
さ
ん

（
木
津
川
市
）
の
「
ウ

～
っ
て
感
じ
」
、
佳
作

は
松
本
幸
子
さ
ん
（
笠

置
町
）
の
「
惜
し
む

秋
」
、
塩
見
芳
隆
さ
ん

（
京
都
市
）
の
「
笠
置

山
散
策
」
、
ま
た
審
査

員
特
別
賞
と
し
て
富
永

良
明
さ
ん
（
京
都
府
精

華
町
）
の
「
笠
置
大
橋

改
修
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

入
選
作
品
は
、
笠
置

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

4
月
1
日
（
金
）
～
30

日
（
土
）
ま
で
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

最優秀賞（笠置の夕景、上杉裕昭さん）優秀賞（ウ〜って感じ、北西孝司さん）

野田健太郎さん　　　　　笠井大輝さん

細井堅太さん   森崎領さん
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豆
ま
き

　

2
月
3
日
（
木
）
、
和
束
保
育
園
で
豆
ま
き
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
保
育
士
が
各
部
屋
を
ま
わ
り
、
豆
ま
き
の
手
遊
び

を
し
、
節
分
の
由
来
を
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
楽
し
く
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　

好
き
嫌
い
鬼
、
怒
り
ん
ぼ

鬼
、
夜
更
か
し
鬼
、
泣
き
虫

鬼
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
に
い
る
鬼
を
豆
ま
き
で

追
い
払
お
う
と
、
園
庭
に
移

動
し
て
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
鬼
の
お

面
を
か
ぶ
っ
て
「
お
に
は
そ

と
！
ふ
く
は
う
ち
！
」
と
豆

ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。和

束
町

まち＊むらの 話題

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合 

本

社　
京
都
府
京
田
辺
市
田
辺
鳥
本
1
―

2 

事
業
内
容　
農
産
物
の
販
売
・
加
工
、
営
農
指
導
等 

寄
附
年
月
日　

令
和
3
年
12
月
27
日 

寄
附
額　
1
0
0
万
円

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

本

社　
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
高
山
1
2
4
0
―

1
7
3

事
業
内
容　
不
動
産
管
理
事
業
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業

寄
附
年
月
日　

令
和
4
年
1
月
20
日

寄
附
額　
5
0
0
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
へ
感
謝
状
贈
呈

　

京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
様
と
株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
の
意
を
表
し
て
、
南
山
城
村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
「
茶
振
興
対
策
事
業
」
、
「
保
育
所
運
営
事
業
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

南
山
城
村

（左から平沼村長、十川代表理事組合長）

（左から植木代表取締役、植木代表取締役会長）

京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
様

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
様
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005（直通）
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）

固定資産課税台帳の縦覧
　みなさんの所有されている土地・家屋・償却資
産について、固定資産税のもとになる価格などを
決定し、課税台帳に登録します。
　みなさんの大切な財産について、誤りがないか
確かめていただくために、各町村役場で課税台帳
を縦覧できますので、ぜひご利用ください。

【縦覧期間】
　４月１日（金）~５月２日（月）
　午前８時30分~午後５時
　（正午〜午後1時を除く）

【必要なもの】
　縦覧される方は、印鑑をご持参ください。なお、
同居の家族以外の方で、課税台帳の縦覧を希望さ
れる場合は所有者の委任状が必要です。

軽自動車税の減免や名義
などの変更はすみやかに

　軽自動車税は毎年４月１日現在で登録のある車両に対し
て1年分が課税されます。普通自動車のような月割り課税
はおこないません。
　また、身体障害者の方など軽自動車税の減免を受けられ
る方は、各町村担当課窓口で減免申請をおこなってくださ
い。

【減免申請受付期間】
　納税通知書が手元に届いてから５月31日（火）まで

【減免申請に必要なもの】
　運転免許証、身体障害者手帳、印鑑、軽自動車税納税通
知書（５月上旬送付）※転入された方など他府県・他市町
村の標識（ナンバープレート）の軽自動車を所有されてい
る方は、標識変更などの手続きをおこなってください。

人権の花運動 感謝状贈呈式（３町村）
　笠置小学校では２月15日（火）、和束保育園と和
束小学校では３月８日（火）、南山城保育園と南山城
小学校では３月３日（木）に、人権の花運動感謝状授
与式がおこなわれ、人権擁護委員さんから感謝状と記
念品が贈呈されました。
　子どもたちが人権の花を咲かせることで、命の大切
さや思いやり、人権についての理解を深めるよい機会
となりました。

南山城村

笠置町

和束町
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◆
山
で
遭
難
し
な
い
た
め
に

　

○ 

経
験・技
術・体
力
に
合
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
計
画
を
立
て
、「
登
山
計
画
書
」を
作
成
し
て
、

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
登
山
す
る
山
岳
を
管
轄
す
る
警
察
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

事
前
に
、
登
山
す
る
人
全
員
に
、
登
山
ル
ー
ト
を
詳
し
く
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

入
山
前
に
、
携
帯
電
話
を
充
電
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
使
い
方
を
理
解
し
て
、
予
備
電
池
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

非
常
用
の
食
料
や
衣
服
、
救
急
用
品
な
ど
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

健
康
状
態
と
気
象
予
報
を
確
認
し
、
少
し
で
も
不
安
が
あ
る
場

合
は
計
画
を
変
更
ま
た
は
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

単
独
登
山
を
避
け
、
経
験
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
複
数
人
に

よ
る
登
山
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。　

　

○ 

見
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
、
登
山
道
の
分
岐
点
な
ど
で
は
、
現
在

地
と
正
し
い
ル
ー
ト
を
歩
い
て
き
た
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
入
魂
式
（
南
山
城
村
）

　

南
山
城
村
消
防
団
第
二
分
団
第
一
部
に
、
新
た
に
救

助
用
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
3
・
5
t

未
満
）
が
配
備
さ
れ
、
3
月
6
日
（
日
）
に
農
村
婦
人

の
家
前
で
入
魂
式
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
消
防
庁
の
「
消
防
団
に
係
る
無
償
貸

付
車
両
制
度
」
を
活
用
し
配
備
さ
れ
た
も
の
で
、
入
魂

式
の
あ
と
に
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
場
所
を
移
し
て
、

搭
載
さ
れ
た
資
機
材
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
操
作
を

確
認
し
、
実
際
に
資
機
材
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

南
山
城
村
消
防
団
で
は
、
引
き
続
き
村
内
の
火
災
発

生
の
抑
制
と
、
安
心
・
安
全
な
地
域
の
維
持
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

安心・安全

行 政 Adm i n i s t r a t i on

伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏ニュース
笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防
災、観光などの事業に連携して取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医療、仕事、文化、スポーツなど、生活において
繋がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れるところです。
　伊賀市と山添村のイチ押しのスポットなどを紹介します。

伊賀市 史跡芭蕉翁生家リニューアルオープン 山添村 山添村歴史民俗資料館

　1644（正保元）年に生まれた松尾芭蕉が30歳ごろまで
過ごした家。老朽化した施設の保存改修のため休館してい
た史跡芭蕉翁生家（伊賀市上野赤坂町304）の工事が完了
し、４月１日（金）から観覧を再開します。
開館時間　午前８時30分〜午後５時
　　　　　※入館は午後４時30分まで
　　　　　※火曜日休館
料　　金　一般300円（生徒、児童100円）
問 合 せ　伊賀市文化振興課　☎0595・22・9621

　山添村歴史民俗資
料館では、桐山和田
遺跡や大川遺跡など
縄文時代の遺跡から
発見された石器や土
器を中心にこれまで
山添村でおこなわれ
た発掘調査の結果や、
農機具などの民俗資
料も多数展示してい
ます。
　建物自体も住民の尽力によって完成した由緒ある県指定
文化財です。
入 館 料　無料
開館時間　午前９時〜午後４時
休 館 日　 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、

祝日の翌日、毎年12月25日〜１月５日、その
他館長の定める日

　　　　　※臨時休館する場合があります。
問 合 せ　山添村歴史民俗資料館　☎0743・85・0250
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教育教育

【
学
校
教
育
】

　

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
に

適
切
に
対
応
し
た
教
育

活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
層
の
充

実
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
、
さ
ら
に
は
『
新
た
な
学
び
』
へ
の
転

換
等
を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
三
つ
の
柱
で
臨

み
ま
す
。

　

一
つ
目
の
柱
は
「〝
相
楽
東
部
な
ら
で
は

〟の
教
育
の
一
層
の
推
進
」
で
す
。
小
規
模

校
の
特
性
を
活
か
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
に

と
っ
て
〝
魅
力
あ
る
〟
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
『
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
』
づ
く

り
を
推
進
し
、
我
が
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ

る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
児
童
生
徒
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

　

二
つ
目
の
柱
は
、
「
確
か
な
学
力
の
育

成
」
で
す
。
活
用
力
や
対
応
力
を
育
成
す
べ

く
、
児
童
生
徒
に
学
ぶ
意
義
や
楽
し
さ
を
実

感
さ
せ
る
工
夫
を
し
ま
す
。
個
別
最
適
な
学

び
、
協
働
的
な
学
び
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
を
進
め
ま
す
。

　

三
つ
目
の
柱
「
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
」

に
お
い
て
は
、
道
徳
科
を
要
と
し
た
道
徳
教

育
、
人
権
学
習
を
軸
と
し
た
人
権
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
り
、
他
人
を

思
い
や
る
心
、
他
者
の
尊
重

と
共
生
、
自
己
肯
定
感
の
涵

養
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

【
社
会
教
育
】

　

『
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
自
己

実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
方
法
で
主
体
的
に

学
び
続
け
、
学
習
成
果
を
適
切
に
活
か
す
』

と
い
う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

① 

学
び
の
場
・
活
動
の
場
の
充
実

② 

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
現
代
社
会
に
対
応

し
た
事
業
の
展
開

③ 
各
町
村
に
お
け
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
活
性
化

④ 

３
町
村
間
の
活
発
な
交
流

⑤ 

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
子
ど
も
の
育
成

⑥ 

W
i
t
h 

コ
ロ
ナ
に
適
切
に
対
応
し
た

〝
連
合
な
ら
で
は
〟
の
事
業
の
推
進

　

全
て
の
子
ど
も
が
『
包
み
込
ま
れ
て
い
る

感
覚
』
と
『
自
己
肯
定
感
』
を
は
ぐ
く
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
）

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ 

コ
ロ
ナ
に
適
切
に
対
応
し
た〝
連
合
〟の
人
づ
く
り

＝
令
和
4
年
度
「
連
合
の
教
育
」
の
重
点
＝

学校教育　具体的重点事項
①Withコロナに適切に対応した教育活動の展開

・感染予防対策の徹底と人権上の配慮
・３密の回避を踏まえた創意ある“連合ならでは”の教育活動

②一人一人が包み込まれ、みんなでつながる学校づくり
・いじめの未然防止と不登校児童生徒への組織的・計画的な支援
・スクールカウンセラーと連携した教育相談、生徒指導の充実

③児童生徒の体力の向上と健やかなからだづくり
・スポーツごころの醸成、運動能力・競技力の向上と部活動の充実
・薬物乱用防止など多様化、深刻化する健康課題への組織的な対応

④自立と社会参加に向けた特別支援教育の充実
　 ・障がいのある子どもたちの教育的ニーズを踏まえた学びの充実
　 ・特別支援学級の充実、広域連合通級指導教室の適切な運営

⑤管内学校間連携強化による相互支援と切磋琢磨
・交流（合同）学習における小小・中中連携、教科指導に係る小中連携
・小中の確かなつながり、教職員間における積極的な交流と相互支援

⑥目標に向かって挑戦し続け、外とつながる活気のある学校づくり
・児童生徒の個性や能力、主体性を伸ばし、対外的にも活躍する学校
・相楽東部広域連合教育委員会研究指定校における研究発表会

⑦いのちを守るべく、安心・安全な学校づくり
・危機対応能力（自ら判断し、自ら行動する力）の育成
・災害や感染症等の非常時でも児童生徒の学びを止めない取組の推進

社会教育の推進
１ .  乳幼児・青少年教育、成人教育や高齢者教育など生涯の各時
期に応じた学習機会の充実

２ .  地域の特性を活かした文化活動の充実・発展、各種文化サー
クルの活動促進

３ .  地域住民のライフステージやライフスタイルに応じた生涯ス
ポーツの推進

４ .  家庭・地域の教育力の向上及びコミュニティ・スクールと一
体化した『地域学校協働活動』の充実

５ .  社会問題や現代的課題に対応すべく、学校・家庭・地域が連
携・協働した子どもを支援する取組の推進

６ .  学校・家庭・地域社会や関係諸機関、各種団体などと連携・
協働した総合的な人権教育の充実
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相楽東部広域連合スポーツ推進委員会の
令和3年度表彰について

　３月９日（水）、京都産業大学むすびわざ館で令
和３年度京都府スポーツ推進委員協議会表彰式が開
催され、個人として濱忠志委員が「近畿スポーツ推
進委員協議会表彰」を受けられ、また、団体として、
相楽東部広域連合スポーツ推進委員会が全国スポー
ツ推進委員連合から「優良団体表彰」を授与されま
した。
　本表彰は「長年にわたり、スポーツ推進委員とし
て自己の研鑽に励むとともに、各種スポーツ事業の
指導及び企画等に尽力し、地域スポーツ振興に顕著
な功績のあった個人・団体」に対して贈られる表彰
となっております。
　この度は、誠におめでとうございます。

教育

令和４年度　｢福祉タクシー利用券交付｣（笠置町）
　外出困難な障がいのある方が、タクシーを利用される際の料金の一部を助成する事業をおこなっています。次の
内容をご確認のうえ、対象となる場合は申請してください。（毎年申請が必要です）
　なお、令和３年度の「福祉タクシー利用券（緑色）」は、令和４年４月１日以降は使用できませんのでご注意く
ださい。
対　象
　町内にお住まいで次の障害者手帳等の交付を受けている在宅の方（病院へ入院中の方含む）で、申請の日の属す
る年度（申請の日の属する月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の所得税額を世帯で合算した額が
39万７千円以下の方。

障害の区分 障害の程度
視覚障害 1・2級

下肢または移動機能障害（上肢1・2級かつ下肢3級の方を含む） 1・2級

体幹機能障害 1・2級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸及び小腸機能障害 1級

療育手帳 A判定

利用券交付額
　年間12,000円分のタクシー利用券を交付します。（月額1,000円分）
　令和４年４月１日から翌年の３月31日までご利用いただけます。
　ただし、５月以降に申請をされた場合は申請の当月からの月割り交付となります。
申請に必要なもの　・印かん
　　　　　　　　　・身体障害者手帳または療育手帳
問合せ　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2303（直通）
申請受付期間　令和４年４月１日（金）から
　　　　　　　（受付期間前の申請はタクシー券の発行はできませんのでご注意ください。）

保健・福祉

左：近畿スポーツ推進委員協議会表彰（個人）
右：全国スポーツ推進委員連合優良団体表彰（団体）
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保健・福祉

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

５月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
５月 1日（日） 内科・小児科 ５月 8日（日） 内科
５月 3日（火・祝） 内科・小児科 ５月15日（日） 内科
５月 4日（水・祝） 内科 ５月22日（日） 内科・小児科
５月 5日（木・祝） 内科・小児科 ５月29日（日） 小児科

※４月分については広報れんけい３月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分〜午後０時30分

診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 予約制 になりました
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
き
に
、

大
腿
部
や
ふ
く
ら
は
ぎ
に
痛
み
を
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
原
因
が
筋

肉
の
部
分
断
裂
で
あ
る
場
合
を
肉
離

れ
と
呼
び
ま
す
。

　

肉
離
れ
は
、
羽
状
筋
と
呼
ば
れ
る

筋
の
筋
腱
移
行
部
で
生
じ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
最
も
肉
離
れ
が
よ

く
起
こ
る
部
位
は
、
ハ
ム
ス
ト
リ
ン

グ
ス
と
呼
ば
れ
る
大
腿
の
裏
側
で
す
。

ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
肉
離
れ
の
約

半
数
は
大
腿
二
頭
筋
長
頭
、
約
3
割

は
半
膜
様
筋
が
原
因
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
羽
状
筋
で
す
。
筋
は
、
弛
緩
時

に
引
っ
張
る
と
筋
線
維
部
で
離
れ
ま

す
が
、
収
縮
時
に
引
っ
張
る
と
筋
腱

移
行
部
で
離
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
筋

線
維
部
は
収
縮
時
に
は
弛
緩
時
の
倍

の
強
さ
が
あ
る
た
め
で
す
。
筋
が
収

縮
し
な
が
ら
伸
ば
さ
れ
る
こ
と
を
遠

心
性
収
縮
と
呼
び
ま
す
。
遠
心
性
収

縮
の
際
に
捻
り
の
動
作
が
加
わ
る
と

筋
が
腱
膜
か
ら
離
れ
や
す
く
な
り
、

重
症
の
肉
離
れ
は
こ
の
機
序
で
起
き

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

肉
離
れ
の
分
類
で
す
が
、
筋
線
維

部
損
傷
は
Ⅰ
型
、
筋
腱
移
行
部
の
腱

膜
の
損
傷
は
Ⅱ
型
（
約
60
％
で
最

多
）
、
筋
と
骨
の
付
着
部
の
損
傷
が

最
も
重
症
で
Ⅲ
型
と
呼
び
ま
す
。
Ⅲ

型
で
は
筋
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
手

術
を
検
討
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
復
帰
ま
で
の
目
安
で
す
が
、

Ⅰ
型
で
1
週
か
ら
3
週
、
Ⅱ
型
で
2

週
か
ら
10
週
、
Ⅲ
型
で
3
週
か
ら
12

週
程
度
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、

初
期
は
患
部
（
怪
我
を
し
た
部
位
）

を
保
護
し
な
が
ら
患
部
外
の
運
動
を

お
こ
な
い
ま
す
。
中
期
は
基
本
動
作

の
再
獲
得
を
中
心
に
患
部
の
運
動
を

お
こ
な
い
ま
す
。
後
期
は
協
調
性
の

再
獲
得
を
中
心
に
全
身
運
動
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

肉
離
れ
は
ク
セ
に
な
り
や
す
い
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し

て
は
、
ま
だ
治
癒
し
て
い
な
い
不
完

全
な
状
態
で
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
す
る

こ
と
や
、
治
癒
し
た
部
位
の
近
く
を

再
度
損
傷
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
不
完
全
な
状
態
で
復
帰
し
な
い

た
め
に
、
適
切
な
評
価
・
治
療
が
必

要
で
す
。
同
じ
部
位
を
再
度
損
傷
し

な
い
た
め
に
は
、
原
因
と
な
る
動
作

の
改
善
が
必
要
で
す
。
最
も
多
い
ハ

ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
肉
離
れ
の
予
防

に
は
、
体
幹
の
安
定
性
の
確
保
や
ハ

ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
遠
心
性
収
縮
力

の
強
化
が
大
切
で
す
。

中
島
整
形
外
科

中
島
慎
一
郎

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8585    

肉
離
れ

肉
離
れ

ケアプランセンターやましろ開設
　令和４年４月京都山城総合医療センターの新規事業と
して、居宅介護支援事業所「ケアプランセンターやまし
ろ」を開設しました。ケアプランセンターやましろには
ケアマネージャーが在籍しており、介護保険で要介護認
定を受けた方がご自宅で介護サービスを利用しながら生
活できるよう、ご本人やご家族のご要望をもとにケアプ
ラン（介護計画）を作成し、介護サービスをご利用頂け
るお手伝いをさせて頂きます。介護についてお困りのこ
とがございましたら、お気軽にご相談下さい。
問合せ　ケアプランセンターやましろ
　　　　　☎0774・71・0039（直通）

笠置町・和束町・南山城村
身体障害者協議会から

　身体障害者協議会では親睦を旨とする互助
啓発と自立更生に向け共に活動する会員を募
集しております。詳しくはお住まいの地域の
窓口へお問合せください。
問合せ　笠置町社会福祉協議会
　　　　　☎0743・95・2750（直通）
　　　　和束町福祉課
　　　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　南山城村税住民福祉課
　　　　　☎0743・93・0103（直通）　　　
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in
fo
rm

ation

おしらせ

※�
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、参
加
さ
れ
る
場
合
は
、マ
ス
ク
着
用
の

う
え
、検
温
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　
4
月
18
日
（
月
）

時　
間　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

実
施
日　
4
月
13
日
（
水
）
・
27
日
（
水
）

時　
間　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

�『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　
4
月
14
日
（
木
）

講
座

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
西
垣　

喜
美
代 

さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
お
い
し
い
珈
琲
の
淹
れ
方
講
座
』

実
施
日　
4
月
20
日
（
水
）

時　
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
所　
笠
置
町
つ
む
ぎ
テ
ラ
ス

講　
師　
中
山　

修
也
さ
ん

　
　
　
　

（
中
山
珈
琲
焙
煎
所
オ
ー
ナ
ー
）

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　
1
5
0
0
円
（
お
土
産
付
き
）

持
ち
物　

 
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
着
用
・
お
持
ち
の

方
は
珈
琲
用
の
ミ
ル
、
ド
リ
ッ
パ
ー
、

ポ
ッ
ト

定　
員　
先
着
10
人
（
貸
出
6
名
分
あ
り
）

申
込
期
間　

4
月
6
日
（
水
）
～
12
日
（
火
）

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

実
施
日　
4
月
23
日
（
土
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
和
束
町
の
方
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
4
月
17
日
（
日
）
午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
方
（
中
学
生
以
上
の
方
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

6
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

4
月
5
日
（
火
）
～
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

そ
の
他　
・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
す
が
、
風
邪
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

募
集

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

に
じ
っ
こ・城
陽

　

子
ど
も
の
耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
を
不
安

に
思
っ
て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
。
聞
こ
え
づ
ら

い
子
ど
も
も
す
く
す
く
育
つ
場「
に
じ
っ
こ・城

陽
」で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
5
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

対
象
者　
・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
家
族

内　
容　

 

手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 

参
加
希
望
の
場
合
、
前
日
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
先
ま
で

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
・
F
A
X
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　
　

 n
an
b
u
-n
an
ch
oyoji@

kyoto-chogen.or.jp

QＲコードからも
アクセスできます。
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in
forma

tio
nおしらせ

令
和
４
年
度
相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

 『
手
話
教
室
』

日　
時　

 
前
期
・
入
門
編

　
　
　
　　

5
月
17
日
～
8
月
30
日

　
　
　
　
　

※
休
講
日　

8
月
16
日

　
　
　
　

 

後
期
・
基
礎
編

　
　
　
　　
９
月
13
日
～
１
月
31
日

　
　
　
　
　

※ 

休
講
日　

12
月
27
日
・
1
月
3

日　

　
　
　
　

い
ず
れ
も
、
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　
所　

 

相
楽
会
館
2
階
大
ホ
ー
ル
（
木
津
川

市
木
津
上
戸
15
）

受
講
資
格　

◇ 

相
楽
地
域
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上

　
　
　
　

◇ 

後
期
か
ら
受
講
の
場
合
は
、
過
去

に
前
期
を
修
了
ま
た
は
、
挨
拶
・

自
己
紹
介
程
度
の
会
話
が
で
き
る

方

定　
員　
15
人

費　
用　

 

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実

費
負
担
）

　
　
　
　

 

テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
ま
な
ぼ
う 

手

話
で
話
そ
う
」
3
3
0
0
円
（
税

込
）

申
込
方
法　

 

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①
～

⑥
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　
　
　
　

②
郵
便
番
号
・
住
所

　
　
　
　

③
年
齢　

　
　
　
　

④
手
話
学
習
経
験
の
有
無

　
　
　
　

⑤ 

連
絡
が
つ
く
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
）

　
　
　
　

⑥ 

南
山
城
村
・
木
津
川
市
・
笠
置

町
・
和
束
町
・
精
華
町
以
外
に
在

住
の
場
合
、
勤
務
先
ま
た
は
通
学

先

申
込
締
切　

4
月
20
日
（
水
）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
よ
り
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

 

〒
６
１
９
―

０
２
１
４　

木
津
川
市

木
津
上
戸
15
番
地

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内　

　
　
　
　

「
相
楽
手
話
教
室
」
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　
4
月
19
日
（
火
）

時　
間　
午
後
1
時
～
4
時

場　
所　

 

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　
笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
） 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
2（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　
5
月
10
日
（
火
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

相
談

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　
4
月
27
日
（
水
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　
4
月
20
日
（
水
）

時　
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　
4
月
20
日
（
水
）

時　
間　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時
（
相
談
時
間

は
30
分
）

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
4
月
19
日
（
火
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

4
月
11
日（
月
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

4
月
20
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

4
月
22
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

4
月
15
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

4
月
20
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4
月
22
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
4
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料�

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
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令和４年度府民相談日
交　通　事　故 人　権　特　設 備　考

 4月 14日
 5月 12日 19日
 6月  9日
 7月 14日 21日
 8月 12日（金）

 9月  8日 15日 子ども人権委員会
委員

10月 13日
11月 10日 17日 弁護士委員
12月  8日
 1月 12日 19日
 2月  9日

 3月  9日 16日 男女共同参画社会
推進委員

備考

◇毎月　第２木曜日
　※ ただし２月のみ 

第２金曜日
　午前９時〜午後４時
◇ 受付は午後３時30分

まで
◇午後開始は１時から

◇奇数月　第３木曜日
　午後１時〜４時
◇ 受付は午後３時30分

まで

場　所　京都府木津総合庁舎第３会議室
問合せ　京都府山城広域振興局木津地域総務防災課
　　　　　☎0774・72・0051

in
fo
rm

ation

おしらせ

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
5
月
2
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左
記

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

4
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

個
別
相
談
会

日　
程　
随
時
受
付　

午
前
10
時
～
午
後
4
時　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）
、
ま
た
は
相
談
者
宅

内　
容　

 

聴
こ
え
や
補
聴
器
に
つ
い
て
の
相
談
、

聴
力
測
定
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の

方
は
1
時
間
程
度
）

対　
象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で 

１
週

間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
※ 
相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　
月
曜
日
・
水
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
4
月
18
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

方
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

そ
の
他

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
町
村
図
書
室
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
お
け
る

開
室
日

4
月
29
日
（
金
）
【
笠
置
町
・
和
束
町
】
休
室

　
　
　
　
　
　
　

【
南
山
城
村
】
開
室

4
月
30
日
（
土
）
【
３
町
村
と
も
】
開
室

5
月
1
日
（
日
）
【
３
町
村
と
も
】
開
室

5
月
2
日
（
月
）
～
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

【
３
町
村
と
も
】
休
室

5
月
6
日
（
金
）
【
笠
置
町
・
和
束
町
】
開
室　

　
　
　
　
　
　
　

【
南
山
城
村
】
休
室

※ 

5
月
7
日
（
土
）
以
降
は
通
常
ど
お
り
と
な

り
ま
す
。
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令和４年度自衛官募集案内
募集種目および試験期日等

種　目 受付期間 試験期日 資　格

幹部候補生
（第１回）

一　般
（大卒程度）

令和４年３月 １ 日（火）
～

　　　　４月14日（木）

1次  令和４年
 ４月23日（土）・24日（日）
2次  令和４年５月27日（金）
 　　　　〜６月２日（木）
3次  （海・空飛行要員のみ）
 海：６月23日（木）
 　　　　〜27日（月）
 空：７月16日（土）
 　　　　〜８月４日（木）

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満）

一　般
（院卒者） 20歳以上28歳未満の者

修士課程修了者等（見込含）

歯科・薬剤科 1次  令和４年４月23日（土）
2次  令和４年５月27日（金）

専門の大卒（見込含）20歳以上30歳未満の者
（薬剤科は20歳以上28歳未満の者）

幹部候補生
（第２回）

一般
海空飛行 

要員を除く
令和４年３月 １ 日（火）

～
　　　　６月16日（木）

1次  令和４年６月25日（土）
2次  令和４年８月１日（月）
 　　　　　〜７日（日）

上記（一般）を参照してください。

歯科・薬剤科 上記（歯科・薬剤科）を参照してください。

一般曹候補生
（第１回）

※

令和４年３月 １ 日（火）
～

　　　　５月10日（火）

1次  令和４年５月20日（金）
 　　　　　〜22日（木）
2次  令和４年６月17日（金）
 　　　　　〜26日（日）
１次・２次ともいずれか１日を
指定します。

18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予
定月の末日現在33歳に達していない者）

自衛官候補生
※

年間を通じておこなっ
ております。 受付時におしらせします。

18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予
定月の１日から起算して３月に達する日の翌月
の末日現在、33歳に達していない者に限る）

※ 一般曹候補生、自衛官候補生につきましては、筆記試験のみＷＥＢ受験可能です。詳細につきましては、下記に確認してください。
受付および問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部　京都市中京区西ノ京笠殿町38　　　　　��☎075・803・0821
　　HP�https://www.�mod.go.jp/pco/kyoto/　 �recruit1-kyoto＠pco.mod.go.jp
　⑵宇治地域事務所　宇治市広野町西裏71―５ S・C OKUBO202号室　☎0774・44・7139
　　 �kyoto.pco.uji＠rct.gsdf.mod.go.jp
　⑶ア.笠置町総務財政課　相楽郡笠置町西通90―１ ☎0743・95・2301（直通）
　　イ.和 束 町 総 務 課　相楽郡和束町釜塚生水14―２ ☎0774・78・3001（直通）
　　ウ.南山城村総務財政課　相楽郡南山城村北大河原久保14―１ ☎0743・93・0102（直通）
　⑷その他　 自衛隊各駐屯地・各基地等においても
　　　　　　案内をおこなっています。

（ （

QＲコードからも
アクセスできます。

オンライン里親相談会
～あなたを必要としている子どもたちがいます～

「子育てが一段落したけど、もう一度子どもを育ててみたい」「子どもに恵まれないけれど、子どもを育て
てみたい」「何か社会貢献ができれば」このような思いを抱えていませんか。
　京都府ではさまざまな事情で家庭で生活できない子どもを、家庭的な環境で育ててくださる里親を募集し
ています。ご関心がある方は、下記により相談会が開かれますので、お申し込みください。
日 時　 令和４年４月15日（金）、５月20日（金）、６月17日（金）、７月15日（金）、８月19日（金）、
　　　　　　　　　９月16日（金）、10月21日（金）、11月18日（金）、12月16日（金）
　　　　　令和５年１月20日（金）、２月17日（金）、３月17日（金）
　　　　　午後１時〜４時　１件あたり30分程度
場 　 所　Zoomによるオンライン相談（事前にZoomのアプリのダウンロードが必要です）
相談対応　京都府家庭支援総合センター　寄り添い支援チーム
対 　 象　京都府民（京都市を除く）
申 込 み　 開催の一週間前までにメールで、①ご希望の時間帯　②お名前　③ご住所、④お電話番号をご記

入の上、京都府家庭支援総合センター（ksc-soudan@pref.kyoto.lg.jp）へ
問 合 せ　京都府家庭支援総合センター　寄り添い支援チーム　☎075・531・9650
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グリーンスローモビリティによる茶畑周遊ツアーを実施します
　和束町では、環境に優しいグリーンスローモビリティ（時速20km未満で公
道を走ることができる電気自動車）を利用した運転手ガイド付茶畑周遊ツアー
をおこないます。
　運行ルートは、和束町観光案内所を発着点とし、日本遺産に登録された石寺
の茶畑景観まで案内いたします。詳細は和束町ホームページをご覧ください。
グリーンスローモビリティに乗って普段と違った和束の生業景観をおたのしみ
ください。
実施期間　令和４年４月２日（土）〜11月27日（日）の（土・日・祝日）
　　　　　令和５年３月４日（土）〜26日（日）の（土・日・祝日）
利用料金　大人（中学生以上）…1,000円　小人（小学生以下）…500円
　　　　　幼児（6歳以下）…無料
　　　　　〈奈良交通バス利用者〉は大人〈300円〉小人〈150円〉幼児〈無料〉
　　　　　※ 奈良交通バス乗車時に運転者から乗車証明書を受け取り、受付時

にお渡しください。
事業問合せ先　和束町地域力推進課　☎0774・78・3002（直通）
グリーンスローモビリティ予約　和束町観光案内所　☎0774・78・0300

もうひとつの京都周遊パス

令和４年度文化庁が
いよいよ京都へ
やってきます

　令和４年度中の業務開始を目指す文化庁京都移転の
機運を高めるため、「文化庁京都移転ロゴマーク」を
作成しましたので、積極的なご活用をお願いします。
　ロゴマークの使用方法等は文化庁京都移転準備実行
委員会HPから確認できます。

「文化庁　京都へ」
　HP：https://bunka-iten.kyoto/

※文化庁京都移転ロゴマーク

3月号表紙掲載写真について
【お詫びと訂正】

　れんけい3月号の表紙に掲載の写真『初雪積も
る茶畑』につきまして、「和束町石寺」の表記は
誤りで、正しくは「和束町原山」でした。
　茶畑の所有者の方、関係者の皆さまには、混乱
を招きましたこと、誠に申し訳ありませんでした。
お詫びして訂正いたします。

1,000円分の商品券がもらえるチャンス！1,000円分の商品券がもらえるチャンス！
「もうひとつの京都周遊パス」等を利用し、

和束町内を観光する方に商品券をプレゼント!（４月23日～）
＜実施内容＞
　山城南部（お茶の京都エリア）を走る対象のバス路線（奈良交通、京都京阪バス、京阪バス）が１日
何度でも乗車できて、グリーンスローモビリティが１回無料で乗車できる「もうひとつの京都周遊パ
ス」、もしくは奈良交通和束木津線のバス車内で配布している「乗車証明書」(定期券を除く利用者に
降車時に配布）のいずれかを、ご利用日に和束町観光案内所で提示した方を対象に、和束町内の色々な
お店で使える1,000円分の商品券（飲食店、スーパー、ガソリンスタンド等の登録店舗で利用可能）を
プレゼントします。
　詳しくは、和束町ホームページをご覧いただくか、和束町観光案内所にお問い合わせください。
実施期間　令和４年４月23日（土）〜11月30日（水）
＜もうひとつの京都周遊パスの購入について＞
販 売 額　もうひとつの京都周遊パス１枚1,000円
販売場所　和束町観光案内所のほか12箇所
　　　　　（和束町以外の販売所はHPをご覧ください。）
販売期間　令和４年４月２日（土）〜令和５年３月20日（月）
※商品券は、上記のパスの購入日ではなく、利用日に和束町観光案内所でのお渡しとなります。

もうひとつの京都周遊パス

京都京阪バス株式会社/
京阪バス株式会社/
奈良交通株式会社/和束町

バス路線、時刻表、特典など
詳しくはホームページをチェック！

QＲコードからも
アクセスできます。
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京都きづ川アクティビティキャンペーン
　各町村エリアで「京都きづ川アクティビティキャンペーン」を開催しています。今年度もコロナ感染症対策
を万全にするため、集中イベントを見直し１月29日（土）〜３月20日（日）までの約２ヶ月間にわたり、事
前予約制の長期開催としています。
　今月は、笠置町の木津川カヌースクール体験、和束町のマウンテンバイク＆ハーブ体験、南山城村の高山ダ
ム湖カヌー巡り探検ツアー、自然を感じる健康ウォーキングとピザ作り体験の様子をご紹介します。
参加されたみなさんからは、「楽しかった」という声が圧倒的で、笑顔で帰られました。なかには他のアクテ
ィビティを体験済みという、リピーターの方もおられました。
　今後もアクティビティキャンペーンを通じて、相楽東部地域の魅力を近隣の都市部へどんどん発信していき
ます。　

問合せ　相楽東部未来づくりセンター　☎0743・95・2155

自然を感じる健康ウォーキングとピザ作り体験（南山城村）

高山ダム湖カヌー巡り探検ツアー（南山城村）木津川カヌースクール（笠置町）

マウンテンバイク＆
ハーブ体験（和束町）
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スポーツを通じていきいきと暮らせる
まちづくりイベントのお知らせ

　けいはんな学研都市は、数多くの研究機関、企業、
大学等が立地し、情報通信、環境、バイオなどの最先
端の研究開発をおこない、その成果を地域課題の解決
に活かして、誰一人取り残さない、安心・安全に暮ら
せるまちづくりを目指しています。
　
　その中心エリアに位置する交流施設「けいはんなプ
ラザ」は、スタートアップ向けのレンタルオフィス、
千人収容のホール、会議場、ホテル、レストラン等を
備え、コンサートやイベントのほか、食事も楽しむこ
とができ、ご家族でくつろいでいただけます。

けいはんなプラザホテル ジム＆カフェバー

　令和５年４月に迎える開業30周年を記念し、今回、プレ企画として、みんなが楽しめるスポーツを通じて
身体も心も元気になって、お互いがつながり合えるまちづくりを考えるイベントをおこないます。

　第１部は、スポーツを通して健康に暮らせるまちづ
くりをテーマにしたセミナー、第２部は、老若男女、
障がいの有無に関わらず楽しめる東京パラリンピック
で話題となった「ボッチャ」の体験と地元の子どもた
ちによる吹奏楽を無料で楽しむことができます。

　申込方法等、詳細が決まり次第、改めてお知らせします。

日　時　５月22日（日）午後２時30分～５時15分
場　所　けいはんなプラザ３階大会議室（ナイル）
内　容　セミナー、パラリンピック正式種目「ボッチャ」お試し体験
　　　　地元の子どもたちによるミニコンサート
問合せ　株式会社けいはんな営業部　☎0774・95・5117
Ｈ　Ｐ　けいはんなプラザ KEIHANNA PLAZA
　　　　　https://www.keihanna-plaza.co.jp/

けいはんなプラザ

ボッチャイメージ
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京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

　受入家庭のみなさん、お元気ですか？
　年明けからのヒアリング調査にご協力いただき、ありがとうございました。みなさんのお声を参考に、関係機関
と協議した結果、まだみなさんに安心して受け入れをしていただける時期ではないと判断し、４年度前半も大型修
学旅行の受け入れを中止することになりました。
　秋以降に向かい、引き続き準備を整えていきたいと思っています。再開する時は、どうぞよろしくお願いします。

農村宿泊体験（農泊）4月号

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

燃えるごみ収集日
　笠置町　　毎週　火・金曜日
　和束町　　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日（野殿・童仙房は火曜日のみ）

十分に水切りして下さい。

クリップ、ホッチキスははずす。

燃えるごみの出し方
燃えるごみ
出せるもの（一例）　 生ごみ・紙類・布類・木くず
　　　　　　　　紙おむつ

出す時の注意
◎ 生ごみの約6割は水分です。そのまま袋に入れると悪

臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎ 食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎ 紙類はクリップやホッチキス等は外して出してくださ

い。
◎ 刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれ

て収集所に出してください。
◎ 竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は

必ず１m以内に切断し紐で束ね収集所に出してくださ
い。

◎ 紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるご
みの袋に入れてください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくこと
で、ごみの減量化やごみ処理費用の節約につながります。
ご協力をよろしくお願いします。

「ピラジン」
　ほうじ茶の香り成分。
　アミノ酸と糖が高い温度で加熱されることで生成されます。
　ほっこり癒し効果や血行促進効果があります。
　熱湯で淹れて、香りを楽しむ。今日も美味しいお茶で愉しいひとときを。

今月の
お茶にまつわる豆知識
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★�Pick�UP�★
「 常識のない喫茶店」

僕のマリ ／ 著
　ただ働いているだけなの
に、なぜこんな目にあわなけ
ればならないのか。治外法権、
世間のルールなど通用しな
い異色の喫茶で繰り広げら
れる戦いの数 ！々狂っている
のは店か？客か？あらゆるサ
ービス業従事者にこの本を
捧げます。店員たちの小さな
抵抗の日々を描く、溜飲下が
りまくりのお仕事エッセイ！

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

　

高
齢
者
は「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」の
３
つ
の
大

き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。悪

質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お
り
、

親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、貯
蓄
や
年
金
な
ど
の
大

切
な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。と
く
に
高
齢
者
は
自

宅
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、電
話
勧
誘
販
売
や
訪

問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
に
あ
い
や
す
い
と
思
わ

れ
ま
す
。ま
た
、ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な
い
た
め
に
、高

齢
者
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
手
口
な
ど
の「
情

報
※
」を
集
め
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。 

　

高
齢
者
本
人
か
ら
の
相
談
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
身
近
に
い
る
家
族

な
ど
周
囲
の
方
が
日
頃
か
ら
本
人
の
生
活
や
言
動
、

態
度
な
ど
の
様
子
を
見
守
り
、変
化
に
い
ち
早
く

気
づ
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。と
く
に
高
齢
者

が一人
暮
ら
し
の
場
合
、家
族
や
周
囲
の
方
が
定
期

的
に
連
絡
を
取
っ
た
り
、訪
問
し
た
り
す
る
こ
と
で

ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。下
記
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト（
高
齢
者
の
家
の
様
子・本
人
の
様
子
）

を
参
考
に
高
齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
は
家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
の
方
等
か
ら
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
塞王の楯 今村 翔吾
李王家の縁談 林　真理子
にべ屋往来記 村木　嵐

児童書
あしたへの翼 中島 信子
たんじょうびはジェットコースター こすぎ さなえ
ねこのオーランドー 毛糸のズボン キャスリーン・ヘイル

和　　束

一般書
常識のない喫茶店 僕のマリ
特許やぶりの女王 南原 詠
おいしすぎるたんぱく質おかず 遠藤 佐絵子

児童書
じゅうじゅうじゅう あずみ虫
たまごのはなし しおたに まみこ
おもしろい話、集めました。 A ひのひまり

南山城村

一般書
食卓で読む一句、二句。 夏井いつき

ローゼン千津
探花 隠蔽捜査9 今野 敏
N 道尾 秀介

児童書

ケケと半分魔女
魔女の宅急便〈特別編 その3〉 角野 栄子

ノラネコぐんだんラーメンやさん 工藤 ノリコ
やさいのがっこう いちごちゃんはやさいなの? なかや みわ

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

高
齢
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

み
ん
な
で
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

№2

チェックリスト
家 の 様 子 本 人 の 様 子

・ 家に見慣れない人が出入りしていないか
・ 不審な電話のやりとりがないか
・ 家に見慣れないもの、未使用のものが増えて

いないか
・ 不審な書類や名刺などがないか
・ 家の屋根や外壁、電話機周辺などに不審な工

事の形跡はないか
・ カレンダーに知らない事業者名などの書き込

みがないか

・ 定期的にお金をどこかに支
払っている形跡はないか

・ 生活費が不足したり、お金
に困っていたりする様子は
ないか

・ 判断能力に不安を感じるこ
とはないか

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　４月24日（日）午前10時30分〜
　場　所　和束町体験交流センター １階ホール

※図書室の行事については、新型コロナウイルスの感染拡大状況に応じて、変更または中止させていただく可能性があります。
　変更・中止の際は図書室ホームページおよび連合ホームページでお知らせいたしますので、ご確認ください。

●木曜日の貸出について
　これまで、和束町図書室では木曜日は閲覧のみご利用いただけま
したが、令和４年４月１日より、木曜日も貸出をいたします。開室日は
すべて、本の貸出が可能となりましたので、お気軽にお越しください。

※参考：国民生活センターのホームページ https://www.kokusen.go.jp
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大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0774・
78・

0120　
FAX

0774・
78・

0121
人口・世帯数
（令和４年３月１日現在）3 町 村 人 口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,670人　
世帯数� 1,693世帯

（減12）
（減3）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,199人　
世帯数� � �613世帯

（0）
（0）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,550人　
世帯数� 1,206世帯

（減9）
（減2）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

　管内の小・中学校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止を講じ、中学校は14日（月）、小学校は18日
（金）に卒業式を実施しました。
　当日は、卒業生が保護者や在校生、先生に温かい拍手で迎えられて入場し、一人ずつ壇上に上がり、校長先
生から卒業証書を受け取りました。
　卒業生は在校生とともに今までの思い出を振り返り、大きな感動のもとに学び舎を巣立っていきました。
（笠置小４人、和束小28人、南山城小９人、和束中25人、笠置中19人が卒業式を迎えました。）
　卒業生たちが仲間と一緒に過ごした思い出を胸に、これからもより大きく成長してくれることを願っています。

85人が新たなステージへ旅立ち ～小中学校卒業式～

広報れんけい４月号から「まち＊むらベストショット」がリニューアルしました。
３町村の小中学校や保育園（保育所）をメインとした記事を掲載していきます。

ベベスストトショットショットの
ボクたち
ワタシたち

和束中学校 笠置中学校

笠置小学校 和束小学校

南山城小学校


